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U 本誌類学会々 則

第 1 ~ *会l土日本泌XA学会と称する。
~s， 2糸 本会(t.~~学の逃歩普及を閃り，併せて会員栂互の述絡IlY.I乙親iI事を図ること
を門的とする.

1']13糸 本会は前条の['1((~を淫するために次のJ153Eを行う。
1 総会のIMi俄(年1向J
2. 泌ね1に|却する研究会，端科会，J:K集会等のIlIjHll
3. 定期刊行物の発刊l
4. その他的糸のrI的を達するために必要伝 )J菜

市 4条 本会の事務i9rは会長のもとにおく。
tn 5条 本会のYjf設作度は4lJ1 nに始り， 374J3月31nに終る。
釘i6炎 会員は{J(の3阪とする。
1. :~f:. j面会D.(泌斜lこ関心をもち，木会の迎行にf(同する何人叉は同体で，役員
会ソコ永沼するもの)。

2. 名作会只(説学の発注に.Ltrij~があり，本会のAlßl'1にH同する例人で， 役fi会
の1!f~!i1Jするもの)。
3. ~.\"矧!会民(本会の位行 l己打開し， 水会のJê灰に特:こ:!fうした例人叉は問1，1-で，
役L1 ~宍の有tJ.江する t， の'0

f12722 本会:こ入会するには，イi:所，氏名 (r:m本名)，職業を記入した入会月i込占を
会長;こ公11¥すものとする。
知 8~長 会r-lはi.j/y・会'Ci.300 [リを前納するものとする。 {11.し*"将会員及び特別会
只は会'l~を要しない。
{11 !l条 本会には;欠の役只をおく。
会長 1~円。 t令市計干何回 ;手議員恭子ヂi。
役員のイf:lliHt. 2ヶ年とし'of[任することが出来るロ{rJ.し，持議員は引絞d-31例選出さ
れることはIM~ない。

役員選出の規定は別にユ包める。(対日1)1{S 1 条~情 4 ~長)
fTI10 ~ 会長;ι会を代友し， 会務1)全体を統べる。怜"':JS ~""J:会長の主主:な受けて 日 'ljrの
会務を行う。

司11121 11'泌氏l主好議員会を憐戒し，会D要務;こ閑し会長。灘間にあづかる.1Ti主
員会;工会長が招集L， また吃;誌をもって，ニれに代えることが，'H来る。
市 12条 ;1、会;主定JtJJllJ行物 「認知」を年3同刊行し，会員に燃料で頒布する。

(ドI'f !tIJ) 
f行1糸 会長は総会;こ於いて会日中より選LIJされる。幹事は会長が会員巾よ りこれ
を指名 Fる。
1[}2条 ;干滋員のJiJ1tI H':l:次の了二方法による。
1. :i'，.地区日1]に会員巾より選出される。その定只は~地区 1 名とし， 会員数が 50

千うを勉える地区では 50名までごとに 11"，を加える。

2. 総会i乙於いて会長が会只中より恭干名を機約十る。 {n.L.その数lt.全評議員
の1/3を越えるこ主l士出米ない.

地区別は次の 7地区とする。

北海辺地区。東北地区。閃京地区(新潟，長野，山梨を合む)。中部地区 (三平:を合む)。

iEi幾地尺， !J I囚 ・間同地区。九州地区(i't'縄を合むj。
市 3 ~ 会長及こF付 'J~:Ii::W議員を ;lrt任することは 111来ない。
fW4d: 地l実選出の，Wj義nに欠只を'1，じた場合lよ， 前任者の残余期間，次点者をも
って充叫する。

第 5::'R 4:会則はI昭和3:¥年 10刀26日よ り施行する。



汽水系宍道湖にみられる

オオイシソウの生態

秋山優*

M. AKIY AMA: Compsopogon oishii OKAM. 
found in brackish Lake Shinzi 

本邦嵯淡水産主:紅藻のひとつ Comtso，ρogonoishii UKAM.オオイνソワ
の産地については.すでにいくつか知られている。近年利1谷(1955)は愛知県

下安城における水系の異なる小111からの採集より，乙の地方をあらたに本邦

における新産地のひとつとして報告している。さらにこれら既知の産地が，

本邦暖帯lこ属し，そのいずれもが大平洋沿岸地区であると乙ろから，乙のこ

とを本邦における本藻の分布上のひとつの特徴として述べている.また一方

その生育と環境条件，特に水温および水質 (pH)との関係について観察報告

しているc これによると生育水視については，岡村の 15_170Cよりも範囲が

ひろく，特にその発生期9-10月の水視はさらlζ高く 20_230Cである ζ とを

指摘している。

筆者は最近宍道湖および中海を中心とした汽水系区における言葉類ICつい

て観察をつづけているが， 1958年9月の採集において，宍道湖から多量のオ

オイνソヲを得た。ととにその観察結果とさらに分布についての考察をまと
めてみたい

と乙ろで本藻の分布については，すでに神谷(1955)も述べているように

本邦における産地はすべて太平洋沿岸地区に限られていた。乙のJ点，今回の

採築地点から考えると，日本海沿岸地区ICおける分布の可能性も，今後ある

程度期待できるものといえよう。一方従来の太平洋沿岸地区における北限地

東京と，宍道湖とでは，その緯度の点においでほぼ同程度である乙とから，

日本海沿岸地区における分布の可能性も，これより南においてよ り大きいも

のと考察され得る。 しかし神谷(1955)も述べているように，本邦における調

査は必ずしも充分とは考えられぬところから，太平洋沿岸地区における北限

が決定的なものでなく，同様に日本海沿岸地区における分布もこれに準ずる

ものといえよう。

椅 鳥観大学文型学部生物学教室
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72 議類第7巻第3号昭和34年 12月

生態的には，本務の大部分は河川などの流水系区lζ産出するものである

が，今回の採築地点は，むしろ止水系区であるのも興味深い。しかしこの地

域では，海水の干満にともなう，大きな湖底流もあるところから，必ずしも

stagnantな条件だけとは断定できない。一方本邦における本認の生育地は，

大部分は淡水性のものであるが，また河口などの干満tこともなう間駄的な海

水の影響をうけるととろにも少なからず認められている。との点宍道湖は止

水系汽水区であり，その salinityもほぼ一定して居り，海水濃度の約5%程

度であることが観察されているa その表面湖水の状態は Tableに示される

どと くである。

TabJe 

調資地 Clorinity % Salinity % 海水稀釈率

馬 潟 (M) 3.877 -0.968 6.650 -1.171 1/5.2 -1/20 

首t 回 (01) 1.206 -0.917 2.181-1.658 1/15.7 -1/20.7 

大 橋 (02) 1.302 -0.915 2.355 -1.655 1/15 -1/21 

北松 江 (K) 1.277 -0.831 2.310 -1.503 1115 -1/20 

秋 路 (A) 1.188 -0.799 2.149 -1.445 1/16 -1/24 

幽 ( S) 0.671-0.595 1.214 -1.076 1/28 -1/32 

斐 伊川 (H) 0.120-0.056 0.217 -0.101 1/160 -1/340 

※ 1958. 4-11の最小・最大値:表面湖水

宍道湖における本藻の分布についてみると，ほとんどその全沿岸帯lζみ

られ，その分布帯は 25~30km にもおよぶものと推察され，乙の点本邦にお

ける最も大きな産出量を示すものといえよう。さらにその分布ば，宍道湾!と

中海をむすぷ運河，大橋川|までにものばされている。しかし現在までの調査

ではその分布は中海には認められていない。乙れらは次図中+，土，ーの記

号によ り比較して示した.

宍道湖における他の藻類の分布についてみると，運河から北松江附近ーに

かけては海産の Scytosiρhon，Enteromor.ρhaが侵入しており，さらに全湖岸

tζは汽水性の Caloglossaが，緩めて大きな群落を形成しているのが認めら

れる。一方これら藻類lζi昆:(-Eして，淡水産のChara，Schizomeris， Spirogyra 

なども分布しているのが認められる。水生顕花植物としては，海産の Phyl-

lospadi:xと淡水産の Potamogetonとが混生している状態である。ととろで，

- 2 ー



秋111: 汽水系宍道拶|にみられるオオイシソウの生態

• 

• 
λ 日

写真 宍io:湖;nlオオイシソウ

A:若い先端部分 B: 1]1胞子のうとl]lJ胞子 c: t本の中部， 分校を /J~す

s 
+ 

4ト

'. 

A 

+ 
x 

宍道湖lにおける Compsopogonoishii OKAM.の分布

H:裂伊JII S:岡 市-y:i.陪1誕生育限界線
A:秋 J!lj K:Jじ訟iX + :オオイシソウ産地
0，: fI守田 0， :大橋川 土 :わずか認められるもの

M : }.!~均 一 :認められないるの

73 

本泌のjE生は，河川などでは，主に河l必の砂1擦や峰抗また1fZAiの茎AE上にみら

れるものであるが，宍道i初においては，これらのほかに海z主の Phyllosρadix

がみられるのも，乙の水系における本泌の生態の一面として!f4!1沫深い。また

採集地点、のひとつ，北松江附j丘は，宍i口湖における海j主泌矧の位向限界点

(図巾 x-v線)であるが，ζの地点では，本誌の柴問内にj昆じて Scylosithon，

Elltero7ll0rρhaなどの幼体がみられるというのも，乙の汽水系区におけるひ

とつの特徴ともいえよう。

おわりに，本稿の御校「切ならびに常円頃変らぬ御指導をいただいている

思師山田幸:Jj教授!と対し深く感謝の芯をぷわす。

また*1誕の分析J，生態、などについての有カな御助言と街i教示とをいただ
いた広瀬弘幸教授に対し深く感謝の立をぷわす。

また特に水Pi調査lζ多くの街l使虫:を与ーえられた島根県衛生試験所岡林弘
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74 3高 類 第 7巻 t官3号昭和34年12月

之氏ならびに，生態的観察面で格別の御協力をいただいた本学西上一義講師

に深く 感謝の意を表わす。

Resume 

The brackish lake Sbinzi is reported as a newly found 10巴aIityof Comp-
80pOgO叫 oi8hiiOKAM. in the cO'1Stal r偲ionof Japan sea. 
The babitats found in this region are shown in the text figure. 
Ecological trends of tbis alga in tbis brackish region are observed. 
The natural population of this alga is constituted with single alga! 
component， but in some cases is associated with Oedogon似.m，Caloglro8sa 
and et a1. Juvenile日tagesof certain marine speci田 suchalgae as Entero-
marpha and Scyto8'iphon are associated with the colonies of Compsopogon found 
in Kita-Matsue and River Ohashi. 
τ'he salinity range of this region is shown in the table. 
The epi phyti巴 substrataof也isalga are predominately Potα明 ogetonor 
PhyUospadix. 

文献

AKIYAMA， M. and NISHIGAMI， K. (in the press): Oecological studies on algal 
ftora in Lakes Shinzi and Nakano-umi 1. Distribution of macroscopic algae. 
FRITSCH， F. E. (1952); Struct. and repr. of the alg. 神谷平 (1955):紅藻類オ
オイシソウの新産地と分布考察. 野沢治治 ・野沢ユリ 子 (1957):オオイシソウの発芽

について (維i物学会講泌及ぴ講演要旨). 阿国喜一 (1939):日本隠花組物図鑑.附村金

太郎 (1952): 日本務類図譜.一一一一一 (1956);日本海部総. SMITH， G. M. (1952) ~ 
Fresh-wat. alg. of the U. S. 

東北地方産海藻雑記 (3)

川|鳴 昭 二*

S. KAWASHIMA: Notes on Some Marine 
AIgae from the Northeastern Honshu， 

Japan (3) 

Dumontia simρlex COTTONヘラDクモシ

Mar. Alg. Corea (Bul1. Misc. Inform.， Royal. Bot. Gard.， Kew， 1906) p_ 

372; UKAM.， Mar. Alg. Mutsu Bay 1 (1927) p. 17; Id.， Icones Jap. Alg. V 

(1928) p. 182，PI. 247，figs. 1-8 ;稲垣，忍路湾及び其れに近接せる沿岸の海

勢北海道水産部水産課
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川崎: 東北地方産海部雑記 (3) 75 

産紅藻類 (1933)p. 27; TAKAMA百 u，Mar. AIg. Tsugaru Strait (1938) p. 42; 

ld.， Mar. AIg. Sanriku Coast (1938) p. 114， p1. XV， fig. 1; HASEGA W A， List 

Mar. AIg. Okushiri Is1. (1949) p. 51 ;森武，函館湾の海部(函館図書館叢書，

第12編，1949) p. 13 (謄写局IJ);TOKIDA， Mar. AIg. South. Saghalien (1954) 

p.155 ;川嶋，岩手県沿岸産海部目録II(1955) p. 30. 

産地;下風呂.鮫(青森県);長内，宮古，赤崎(岩手県).

リヲモシソク属 (Dumontia)は本穫とリクモシソク D.incrassala (=D. 

filiformis)の二種のみから成る小さな属で，大西洋及び太平洋の北部n:分布

し，わが国でもこれらは北部地方海岸の潮間帯lζ割合普還に生育している代

表的北方種の一つである。 ヘラりヲモンは 1906年ICCOTTON (1.c.) I乙より朝

鮮東海岸の元山より報ぜられたもので， ζれ以後今日までの報告や北大理学

部陪菜室所蔵の標本或いは筆者の採集品等で検すると朝鮮西部や大述の外，

わが国近海の太平洋沿岸では千島から岩手県赤崎(大船渡湾)まで分布し，

一方日本海沿岸では傑太及び北海道の沿岸各地に分布するが，今のととろ本

州の日本海沿岸からの記録はない。 又津軽海峡附近でも北海道の函館(森武

l.c.)と青森県では陸奥湾内浅虫，大島(岡村 l.c.1927)の外，下北半島下風

呂，岩屋(岡村1.c.1936，高松1.c.1938)から報ぜられているが，海峡西側の

津軽半島からは未だ採集の記録がない乙とも今後乙の地方での採集上注意す

べき乙との一つであろう.

木種は晩秋頃から発生し生育最盛期は冬から早若手にかけての寒い期間で

あり，一般に潮間帯の岩盤上IC小面積の群落となって生育するがその後は次

第lC枯れて夏(7-8月1になると点税的に生育している乙とが多いのでそれ程

自につかなく なる。体は数葉・叢生し倒笹禁状で短い茎を有し，単状であるが

又極めて稀れに体の下部から叉状lこ分妓する乙とがあり，かなり軟かなj換質

で多量の，枯質を含み，老成するにつれて 1~2 回体がねじれ又表而にゆるや

かな鉱を生じたり内部が一部中空になる乙とがある。筆者の採集品は5，6cm

から 25cm 位まで大きく ，幅は O.7~4cm あるが，大部分はCoTTON の原記

終lζ見られるように 1O~12 cm 位の長さで幅は 1~1.5cm .位である。岡村悶ー

土(1.c.1928)はその図版 (Pl.2'l7， fig. 1) Iζ浅虫磁の長さ約15cm，幅約0.5

cmの細長い全形を掲げ，且つ乙れについて余りに細いために多少の疑問を

有しているむねを記述しているが，筆者の観察Kよれば乙の程度のものなら

ば，起り得る変異ーであろうと~・えられる。又筆者が 1956 年 1 月 18 日に鮫で
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76 部類第7巻第3号昭和 34年12月

採集したものは多数の 7~10cm位の小さな休の中に 15~18cm 位の大きな

ものが混在し，乙の小さなものは四分胞子体か又は生殖器官の全く見られな

いものばかりであるのに反し，大きなものはすべて雌性体と言う著しい対比

が見られた。しかしながら 4月から 8月にかけて他地点で採集した標本では

一般に葉体が仲長して大きくなるためかとのような明らかな差異は始んど認

め難い。 1 月におけるこのような差異が有性体と~!\Ii性体の発生時期のずれや

生長進度に関係があるものなのか.吏lζ又とれが本種の一般的な性質なのか

どうかについては今のと乙ろ判然としない。筆者は雄性体は未だ発見してい

tJ.し、。

Fig. 1. Dumont旬 ~implex COTTON 

1. 四分胞子体の縦断面の一部 x300 
2. JI!在住体の縦断面の一部で，受精前のカ Jレポゴン伎，助細

胞列及び毛を示す x 300 
3. 受精後，カ Jレポゴンが基部細胞(第四細胞)に向い仰長

する状を示す X 300 

4. カルポゴンと器部細胞(第三細胞)と連絡した状態 x300 

-- 6 ー



川嶋: 東北地方鐙海務雑記 (3) 77 

体はすべて厚い粘質につつまれた糸状細胞より成る髄層部と念珠状細

胞より成る皮層部に分かれる。 髄糸は 12~líμ 太く割合ゆるやかに結合せ

られ， 皮層は6-8層の規則正しく叉状!r分岐した細胞層より成り， その

最外層は長椅円形でl侍には先端がやや尖り，稀れに毛を有するととがある

(Fig. 1，2)，又2-4層目の細胞は球形であるが， 5層以下では不規則な長楕円

形となり，これらはl順次髄糸lζ連絡している。

四分胞子袈は表面から 4番目の細胞から側生的に形成され，体の全聞に

かなり密lこ散布して皮層中K埋在し， 50~70μx30~50μ 位の楠円形で十字

状に分裂する (Fig.1，1)。

カノレポゴシ枝は皮層の最下層又はその上部の細胞から側生的に生じ， 3 

-4個の多少角張った球形，楕円形の細胞子Ijから成りその上端細胞がカノレポ

ゴγとなっている。受精毛は基部附近で烈しくラセ γ状に曲り，その先端は

最外層とほぼ同じ位置まで達している (Fig.I. 2)。 カノレポゴシ校は全体が非

常にj享い膜でー僚におおわれていて，多少寄曲するが細胞数が比較的少ない

ので乙の傾向は受精前はそれ程

甚しくはない。助細胞列もカノレ

ポゴシ枝と同様の位置に側生的

lζ多数形成され4-5(-6)個の

楕円状の細胞列より成り，厚い

膜をもっておおわれ多少寄曲し

ている (Fig.1， 2). 又枝の最下

部の細胞は他の細胞よりも特lζ

大きいのが普通である。助細胞

は細胞列が4個細胞より成ると

きは例外なく下から 2番目の細

胞であるが，それ以外のときは

下から3番目の乙ともある (Fig.

II， 2， 3).又助細胞は他の細胞に

くらべて特に小さいと言う例は

極めて少なし大抵の場合は大

きさの点では列中の最下部の細

胞をのぞけばいずれも変りない

2 

1 

Fig. 1I. Du桝 ontiasim.plex COTTON 

1. 二本の連絡糸を向した癒合細胞 x 300 
2. 助細胞に連絡糸が結合した状態 x300 

3. 成胞糸を分裂した助細胞 x 300 
4. 多数の褒果を生じた体の縦断面 x 75 
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ように思われる。これは細胞の内容物についても云い得る。即ち少なくとも

助細胞が連絡糸と連結する前は大きさ，内容の点では他の細胞と区別するの

は難しい。カノレポゴシ校も助細胞列も時には各細胞閣の間隔が非常に離れて

いる乙とがあり，乙のような場合には細胞間の連絡溝はゴ y トシプノレー乳酸

0.5%溶液で染色すると明らかな線又は太い滋となって観察される。

カノレポゴシは受精するとその一端が下方に向って伸長し校中の基部細胞

と述絡する (Fig.1， 3，4).即ち枝が3個細胞より成るl侍はカノレポゴンはそれよ

り数えて第3細胞と (Fig.1， 4)， 又4個細胞より成る時は同じく第4細胞と

(Fig. U，l)迷絡し，その後 ζ れらの中間の細胞との述絡溝も多少ひろくな

って一仰の大きな癒合細胞が形成される。そしてそのために受精後のカルポ

ゴシ校はかなり湾曲した形となる.連絡糸はこの癒合細胞のうちのもとの第

3又は第4細胞(即ち基部細胞)から 2-3本発出するが，観察した限りでは

乙れらは分岐せず又関節を有しない。助細胞は連絡糸の方向に出した突起状

部をもってとれと結合するが(Fig.II， 2)，その後助細胞列全体がかなり肥大

しているものが数例観察された (Fig.II， 3). 又一般に 2-3個の成胞糸細胞

を分裂しはじめると助細胞はその内容がやや透明になり前述の染色液でも殆

んど染色されないが，とれと反対に他の上下の細胞は特に滋く染色されるよ

うになる。成胞糸細胞はすべて果胞子となる。要果を形成する果胞子の数は

それ程多くはないが，果胞子自身は成熟するとかなり大きくなり楕円形，卵

形，球形等を呈し，径は 40-70μlζ達し，そのほぼ中央に必ず核が明らかに

観察される。 袈来は皮脂下部lζ割合深く螺在し体の全面lζ多数生ずる (Fig.

II，4)。

|間村博士(1心 1928)は本種のカノレポゴン校は5個細胞より成り，又助細

胞列は 4-5個細胞より成ると記しているが，筆了者の観察ではカノレポゴ γ枝

は3スは 4個細胞から成り， ζのうち後者の方が比較的多い。助細胞列は岡

村博士の報じたように 4-5僧が最も普通で，稀れには6個の場合も観られ

る。受精後癒合細胞から発した辿絡糸が完全に助細胞まで辿なっているもの

は観られなかったが，一つの助細胞K結合した連絡糸が更に他の助細胞に向

って伸長することも亦全く観察されない。これは恐らく FRITSCH(Struct. and 

Reprod. of Alg. H， 1952， p. 639)の述べているように乙の属では普通な性質

のように考えられる。又本属中の他の一種Pクモシソクとの差奥としてはそ

の外観と共に内部的lとはカノレポゴン枝を形成する細胞数が少なく，受精前は
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あまり強く湾曲しない点があげられるが，それ以外の点では乙れら二種は非

常lこ共通しているように，思われる。

Herposiρhonia兵ssidentoides(HOLMES) OKAM. ヒメゴケ
Contrib. Knowl. Mar. Alg. Jap. III (Bot. Mag. 1‘okyo， Vol. 12， 1899) p. 
36， pl. 1， figs. 9-11; Id.， l¥Iustr. Mar. Alg. Jap. 1 (1900) p. 9， pl. 4; 

s 

s 
Fig. 111. Herposiphon似 fiss必entoides(HOLM日，iOKAM. 

1~ 2. 体の一部で長条及び短条の国列方法を示す x 25 
3. 極〈若い長条 x 100 
4. 短条 x 75 
5. 四分胞子を生じた短条 x 50 
6. 盤状附着穆を有する糸状綬 x 75 

Polyzonia舟sidentoidesHOLMES， New Mar. Alg. Jap. (Journ. Linn. SOC.， 
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Bot.， Vol. 31， 1895-1897) p.257， pl. 12， figs. 2 a-2 b. 

産地:尻屋崎{青森県).

腹背性構造をもった乙の繊細な海藻は下北半島東北端に位する尻屋崎燈

台より約1km程西側lの津軽海峡に面した転石の多い海岸で発見したもので，

8月の大潮時に露出した干潮線附近の日のあまり良くあたらない岩の割れ目

lζ生育するカニノテ属の一種 (Amρhiroaaberrans YENDOフナカニノテ?)

の体に着生していたものである。乙の純物の軌の背面近くより水平に出る長

条と短条lζは一定の配列方法が見られ，長条は必ず四節目ごとに互生しその

他の各節閲より出る短条もまた正しく互生して出るので長条とその下に位す

る短条は必ず同じ仰lより生ずるのが原則である (Fig.III， 1)。然しながら絞め

て稀れには多少の例外もないわけではない (Fig.I1I， 2の上部L 四分胞子は

必ず短条にのみ生ずるが，そのうちでも割合幅がせまく細長いものに生ずる

傾向が見られる (Fig.III， 5¥ 軸の節間部は直径の 0.5-1倍長いが 2倍位に

なることも決して稀れではない (Fig.III， 2)0 紬の腹部より盤状附着器をも

った短い糸状根を出すが時にはとの糸状根はかなり長く且つ盤状附着器をも

たないものがあり， ζのようなものは体の先端部でも往々観察される。

本積は太平洋，日本海沿岸共我が国中，南部から報ぜられているが，本

州北部での発見は ζれが最初と云えよう.但し他のいくつかの暖流系海務と

ユ~fC，乙の海E誌の分布経路についても未だ充分に論じ得ない。

本報告は筆者が北大理学部植物分類学教室在籍中より継続研究中のもの

の一部で，との研究中間教室山田幸男教授より賜った御懇篤なる御指導に対

し深甚なる感謝の意を表する。

Su皿mary

In this report the following two species beJonging to the marine Rhodo-

phyceae from the northeastern Honshu， Japan are noted; 
D叫，mont似 simplexCOTTON 
Hab. Shimofuro， Same (Aomori Pref.); Osanai， Miyako， Akasaki (Iwate 
Pref.). 
The ecological and morphological observations were made. 
The carpogonial branch of this alga is composed of 3 or 4 celJs and is 
not conspicuously curved. But after fertilization the carpogonium connects 
wi白 thelowermost cell of the branch to form a fusion cell田 dconse-
quently the branch is strongly curved. Except this point， the structure of 
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the female organ and its developmental proc国Scorr凶 pondswith the ones 
of D. incr佃 sata(=D. juiformiB). 
lIe1-poBiphonia fiS8低entaiゐ8(HOLMES) OKAMURA 
Hab. Shiriya.zaki (Aomori Pref.). 

This alga is first collected from the present region. 

珪 藻 類 図

津村孝平*

説

K. T3UMURA: Annotated micrographs of 
diatoms from the author's collection 

われわれが珪藻類の学名をしらべようとして文献を参照するとき，それ

に掲載されている図が甚だ不明確であるために確実な判定が困難な場合が少

なくない。読者の中lこもそうした経験のある人は少なくないだろうと忽って

いる。

私がととに図説しようとする珪藻類は私が戦災後lζ珪藻類の研究に再出

発して以来，自ら採集し，圏内および圏外の知人に依煩してその地方の材料

を採集して送ってもらったものなどのほかに，採集者や出所はいま明らかtζ

するととができないが珪謀類研究の照史上に意義深い関係を有すると思われ

る貴重な材料1)などを研究しつつ作った多数の永存プレパラートを描画また

は撮影したものであって，描画・撮影・記述の巾途において図解表現上lこ疑

問の個所があれば何回でも繰返えしてその個体を鏡検し，なお必要があれば

同種の別の個体を比較鏡検して明確を期した。

長横浜市立大学文浬学部生物学教室

1) VAN HEURCK， A. S::HMIDT， J. D. MOLLER， J. TEMPEREおよびH.PERA-
GALLOその他の著名な珪首長類研究者がその著書に掲げている同一学名の珪藻にはそ
こに記されている陵地名がみな周ーになっている場合が多数ある。乙れらはその各箸
脅の掃凶や説明を比較してみると単なる孫引による掲載ではないととがわかり， しか

るそれらの産地名は各著者が別個に採集したものとしては余りに内容がよく一致しす

ぎている。これは各研究者が何かの機会に自己の入手した材料を互に交換・分譲し合

った結果と推定される。筆者が国外の某方面から入手した材料の中には，それらと同
ーの産地名のものが多数(既に混種プレパラートに作られてしまっているものを入手

したのもかなりあるけれども，大部分は未fご永存プレパラートに作つてない小瓶に入

れられた材料である)あって，それを鏡検するとその内容は全く上記の著書の内容と

一致している。
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どんな生物でもそうであろうが原記載の文献でなく，それ以後にその種

類を掲載した文献で学名を調べてみて，どうも判然としないときは結局は原

記載を掲載されている文献にまでさかのぼって調べなくては確実な判定がで

きないはずである。と乙ろが珪藻類の研究lζは現在の最優秀の光学顕微鏡を

用いても，なお種類を区別する特徴を確実に見るには分解能がいささか不足

の乙とがあるくらいであるから，古い文献にさかのぼると被殻の大体の輪廓

や群体の形状などはわかるが，種の区別をするに十分な特徴を示していない

ζ とが甚だ多いのである.脚註 (1)に記した材料中の実物は単にわが国に産

しない迭藻の種類を提供してくれるばかりでなく，上に記したように文献の

医!などが不備で明確な判別ができないときに補助的ではあるが有力なヒγ ト

を与えてくれることが少なくない。何分にもわが国には学名判定の標準にな

るような珪藻類標本のコレクνョンがないので，どんな間違いがないとも限
らないから，私のとの図説についても各位の御教示を願ってやまない。

1) Hydr08Ilicon mitra ). BRUN， 1891. Pl. 1， fig. 1:日.1I， fig. 1. 

). BRUN， 1891， Diatomees especes nouvelles， p. 31， Pl. XXl， fig. 8 ; 

V AN  HEURCK， Treat. Diat. p. 366， fig. 118; LAPORTE et LEFEBURE， Diat. 

rares et curieuses， Pl. VI， fig. 41; LEFEBURE， Atlas pour la determination 

des Diat. Pl. XXX， fig. 7; KARSTEN， Bacill. in Pfianzen-fam. S. 261， Fig. 

355. 

正面は 2枚の円板をその一部分が互に重なるようにして並べたような輪

廓を有し，正面の長径および短径のととろに細い無彫刻部 (pseudo-rapl】e(こ

該当するものと思うが長径の方向のみでなく短径の方向Kもあることがこの

属の著しい特徴である)があり，正面の中心のところで互に直角に交さしてい

る。長径のと乙ろにある無彫刻部は:iEj面の両端K近い所で叉状に分岐し，分

岐した先端は次第に細くなり，未だ縁辺IC達しない聞に尖って消失している.

短径のところにある無彫刻部は正面の両側縁にまで達している。これらの無

彫刻部以外は正面の全面IC明瞭な脈状の条線があり，条線は実線で大体は等

間隔に並んでいるが， 短径の位置の無彫刻部の両側にある約10ヂIJほどはと

の無彫刻部から発して正面の両側縁の方に向って奇曲しながら斜行する。そ

の概観はあたかも流状の指紋の如くである。それから正面の両端lζ近いとこ

ろまでの大部分は正面の長径に直角(短径lζ平行)な単純な配列の条線であ

るが，その条線の中tζは長径から発して縁辺lζ達しないか，または縁辺から
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発して長径にまで達しないで中途で終っているものが若干混じている。また

長径の無彫刻j部が正面の両端の近くで分岐している附近よりも両端lこ近い部

分では条線はこの叉状の無彫刻部から発して縁辺に向っているために射出状

の配列になっている。なおすべての個体にあるわけではな くて奇形例外的な

ととと思うが準者の傑本では注意して観察すると周縁{ζ近い一部分lこ条線が

途切れて不規則な無彫刻の部分があるc 正面の長径は 140μ，短径(最も幅

のせまい部分)は44ρ，条線は 10μtζ9-10本を算する。

この設藻は側面の完全なる全形を未だ観察していないが，蓋殻 (valve)

だけの側面はかなり薄く，側耐から見た正面は中央と両極部とで僅かに高さ

を異にしているのみである。

*種はオーストラリアのKingGeorges Sound ~の標本により最初に命

名せられ(J.BRUN)，その後，長崎i*の貝殻を洗った水，横須賀産の海誌を洗

った水の中からも見出され (TEMPEREおよび PERAGALLO)，また LAPORTE

および LEFEBUREはオーストラリアおよびイジド洋!こl主するが概めて稀であ

ることを付記している。それ以後わが国では本種を報告した人はないようで

あるが，筆者はIIT:!和29{r~ (1954) /こ静l吋県下回の東京教育大学附属の臨海実

験所附近で横浜市立大学の生物科学生がEIL42:臨海実習の際に採集したプラン

クトシ中から唯 1個を検出し単種プνパラートに作って保存しである。元来

は7菅生性のものらしいから，その附j丘を探せばもっと多数採集できるかも知

れないが現在ではわが国では未だ珍らしい珪藻の1つである。

2) Surirella reniformi8 KITTON， 1877. Pl. 1， fig. 2-5.: PL 11， fig. 2. 

PERAGALLO， Diat. Mar. France， p. 255， PL LXV， fig. 5; Plagiodiscus 

nervatus GRUNOW， 1867: MOLLER， Diat.-Prap. Taf. 111， Linie 8， Fig. 32: 

Taf. XII， Linie 3， Fig. 15: Taf. XIX， Linie 8， Fig. 15; BOYER， Synopsis of N. 

Am. Diat. p. 547; Suriretla ner/latus GRUNOW (plagiodiscusl: LEFEBURE， 

Atlas， PL XXXI， fig. 6. 

蓋殻 (valvelは局平で正面は腎臓形をなし， その長径の位置をゆるく湾

曲した中央線が縦走し，中央線の両側!こは肋状線があり， iJ}J状線は中央{とお

いては平出 (paral1ell，両端/C近づくに従って放I:H(radial)的になり，両端

のものは著しい放出lζなっている。肋状線は正面の縁辺に発して中央線にま

でiきしているのが普通であるが，中央線にまで逮せずに途中で消失している

ものが多少混じている。 正面の長径30-45μ，短径(腹縁の最も寄入してい
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ると乙ろと，背縁の最も湾出している部分における幅)却-25μ， 肋状線は

10μ に5-6本で，肋状線の聞には極めて微細な条線があるけれども屈折率

1.7程度のミデアムと開口数1.25-1.30の対物鋭では見落し易い。 筆者は

VAN HEURCKのセクター型のνボリを用いてとれを確認している。
本種はその正面観がSurireLIagemmaを小さくして，且つ腎)胤形IC湾

曲させたような形態である。正面が腎臓形をなしている ζ とを重要視して特

にPlagiodiscusという属を設けて，Pl. nervatusとして扱う人もあるけれ

ども，Surirella には ζのほかにも S.Neumayeriをは じめ 2-3腎臓形をな

しているものがあるから，本種を特 1[，別~!ζ分けなくてもよいと考え，筆者

はS.reniformisの学名を用いて置くのが無難だと思うが，見解の相呉で

Pl. nervatusを用いる人があるのは当然である。 しかし上記文献に LE-

FEBUREが S.nervatusとしているのは明らかに両学名を混同したもので，

このような組合せは普-通は用いられない. またユーゴースラピアのA.JU-

RILJはオーク Dド湖 (Ohridskog)産の珪藻類中から Plagiodiscusの某新学

名を発表しているが，筆者はそれと伺ーの種かまたは極めて近似した珪藻を

方レゴンの Terrebonneの化石珪務類の材料の中から見出して単積プνパラ

ートとして保存してあり， それは一見してわかる Camρ'ylodiscusの仲間で

あって， 私がと ζに図説した S.reniformisのPlagiodiscusとは全く無関

係のものである。

本種 (S.reniformis)は三重県鳥羽の菅島にある名古屋大学臨海実験所

附近の海藻(ワミトラノオその他)に着生していたもので， かなり多数見ら

れているが，日本産としては新報告である。

3) Isthmia minima BAILEY et HARVEY， 1862. 

Pl. 1， fig. 6: PI. II， fig. 3-5. 

ScHMIDT， Atlas， Taf. Taf. CXLV， Fig.9; BOYER， Biddulphoid forms 

of N. Amer. Diat. p. 689; BOYER， Synopsis， p. 141; Isthmia Lindigiana 

GRUNOW et EULENSTEIN: ScHMIDT， Atlas， Taf. CXLV， Fig.1-3; MOLLER， 

Diat.-Prap. Taf. VI， Linie 1， Fig. 5 : T、af.XX:， Linie 4， Fig.17-18; Isthmia 

Capensis GRUNOW， ScHMlDT， Atlas， Taf. CXXX:VI， Fig. 4: Taf. CXLV， 

Fig.4; MOLLER， Diat.-Prap. Taf. VI， Linie 1， Fig. 6: Taf. XVIII， Linie 4， 

Fig. 11-13: Taf. XX， Linie 4， Fig.19: Taf. XXI， Linie 5， Fig.16-17; 

Isthmiella minima (B. et H.) DE TONI， SYLL. Alg. p. 835. 
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正面はほとんど円形，側面はテイ形をなしている。従って正面から見る

ときは円形の一部が非常IC.高くなっているu 被殻は 1.obliquata (.J. nervosa) 

および1.enervis lC.比して殻の壁が薄くて破れ易い.彫刻は通常は組らい四

角形の網目であるが，都分ICよっては多少変った角形tとなっているところが

あり， 10μ に1.5-2個の剖で存する。上下両殺の中で一方の殺は正面の一部

が著しく凸出している。乙の凸出部は 1.obliquataやI.enervぬでは彫刻が

他の部分よりも急tζ著しく小さくなっているが，本種でも乙の部分は彫刻が

小さくなっているけれども 1.obliquataや1.enervis ほど著しくはない乙と

が多い。帯殻(girdlelの彫刻はさらに薄く，貫殻軸の方向IC細長くなった網

目である。乙の帯殺の部の彫刻は筆者の標本でも一応は観察できるが図に描

きあらわすにはも少し鮮明κ見えないと困難であり，網目をなす線の行く先
きなどを確実に追求できず，それを無理に図に抱き込むとゴ7化しを加えた

図になるのでフリーハシドによる描画図の方には，帯殻を描き込む乙とを略

した。体裁だけを繕って置くつも りであれば帯殻の彫刻らしいものを巧みに

描き加える方が要領がうまいやりかただと思うけれども，乙乙ではそうした

ゴマ化しはむしろ加えないことにしたから，間はそのつもりで帯殻を故意l乙

省略しである乙とを承知して見ていただきたいa その略されている部分を実

物を見たときのニュアジスは写真によって見ていただきたい。正面は前述の

如く一部分が非常に高くなっているから写真においては全面に同時にピント

を合わせる乙とができないので同ーの標本(個体)の高い部分，低い部分tζ

別々にピシトを合わせて領影したものを掲げた。これによって正面の様子が

わかると思う.なお正面の直径は 75μ くらいである。

本覆は被殻が;¥'1;だ薄くて破れ易い乙とや彫刻が薄い乙となどから見て他

の lsthmia(例えば 1.enervis)の増大胞子からできて， 未だ珪イじが十分に進

んでいないものにつけられた学名のようにも思われるが，大きさがそれほど

大きくなく，むしろ小さいくらであるから別積として扱ってよいであろ う.

筆者が乙 乙に示したのは後に記しであるように日本産のものであ り，そのほ

かにも筆者は外国産の材料からも本種の標本を得ている。例えばアグ日ヤス

lh市(CapeAgulhas)産のものなどはその形状や産地名・学名などから見て

1. Capensisとされているものではなし、かと d思われるが， そうはっき り区別

ができないので，上に記した如く学名を整担して皆川、た。また上に示した異

名の中で Isthmiellam. というのは，Isthmia には 1.obliquataの如く麓妓
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Pl. 1. 
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Pl. ll. 
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lと肋状線があるものと 1.enervisの如く肋状線のないものとがあり，後者に

属するものに P.T. CLEVEが特に Isthmiellaという属名を与えたのに初ま

るもので(津村:植物研究雑誌 Vol.XIV， no. 10， p. 64参照)筆者はそうした

属までを区別する必要はないものと思っている.

ととに示した図や写真は高知県室戸111甲の海岸に打ち上げられた海藻

(Sargassum ?)の破片に少数着生していたものであるが，静岡県下回，千葉

県銚子などのプラシクト y中lζときどき本種の破片を見ている.本種は日本

産としては新報告である。

Summary 

Und白rthe present title the writer is going to iIlustrate some diatoms 
from the slides collceted or made by the writer. 
1n this paper three species are inserted. Hydrosilic抑制itrais very 
curious， though it was already known in Japan by TEMPERE and PERAGALLO. 
SurireUαreniformi8 and I8thmi・aminima are new to the日oraof Japan. 
1t will be continued with the title by the author to i11ustrate diatoms. 

図版解説

(各図の傍/1:記入してあるスケールはいずれ色 10μ を示す)

PI. 1. 
1. Hydro8uicon明 itraJ. BRUN (1891) 
2-5. S抑制llarenifiormi8 KI廿 ON(1877) 
6. 18th悦旬怖かtimaBAILEY et HARVEY (1862) 

PI. II. 
1. H ydrosilico托 mitraJ. BRUN (1891) 
2. Surirella reniform.j'8 KtTTON (1877) 
3. 18th叩旬制inimαBAILEYet HARVEY (1862)の側面
4-5. 1.如cinimaBILEY et HARVEY (1862)の正面

地衣体を構成する藻類の同定

佐藤正己

M. SATO: 1dentification of Algae Occurring 
as Lichen Symbiont 

地衣学の始祖といわれる E.ACHAlUV引が十九世紀の初頭に，地衣体の

中にある緑色の細胞を“gonidia'~ ， と呼んで以来， ゴニジア(緑頼粒)は今日

でもなお術語として通用している。初めはゴニジアの本体が何であるか，ま
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たどのよう lとして生ずるのかも不明であったが，十九世紀の中頃に S.ScH-

WENDENER2)が，要するにそれは誠類の細胞で，地衣体を構成する菌糸から

第二次的K生ずるものではないと唱えた。発表当時は革命的な意見として必

ずしも全両的には受け入れられなかったが， E.Bo間町3l， G. Bo附 JERべR.
CHODATペO.JAAG的などの相次ぐ分離培養および合成実験によって彼の説
は常識とな り，E. ELFVINGη を最後として反対する学者はなくなった。そし

て最近では，その本態が明らかにされた以上，最早コeニジアという術語は不

適当であるから“phycobiont"を用いよという scoπ町の提案があり，それ

を採用している学者も既に二，三見うけられる。また以前から，何も特別な

術語を用いる必要はないとして， 素直tζ"algalcells"とか“algalcompo-

nent"と記載している学者もある。

さてゴニジアの本体は明らかにされ，若干の属では純粋に分離培養も行

われてその所属や種名も確定されているが，地衣体』ζ埋波したままでは生殖

器官も見られず，著しい特徴のない緑藻類に属する単細胞の球形のゴエジア

では，種類は勿論の ζ と，その属名をきめるととすら困難な場合が多い。そ

して多くの地衣類分類学者は，種類の鎚別には菌類分子の方K重点をおき，

ゴニジアの同定は極めてあいまいで，前人の同定を鵜呑tζし，その外形と大

きさを記載するくらいであった.乙のようなゴニジア軽視を背景として，ス

トックホルムの第7回国際植物学会議の命名部会では， 命名規約第76条の

末尾に“命名上の目的から，地衣類IC与えられた学名は，その菌類構成分子

(C与えられたものとみなす"と追加する乙とを採択した。

上に述べたような，ゴニジア軽視の傾向に反省を求めるため，ハーパー

ト大学出身の少壮学者の V.AHMADJIAN')は最近相次いでゴニジアl乙関する

研究を発表している。彼は属の決定に必要な程度の簡単な培養方法として次

の二つの方法をあげている.

第一の方法は，まず地衣体を冷水の噴流で十分に洗って付着物を落し，

表皮を剥いでゴニグア層の断片を取り出す。 ζれをスライド上の 1滴の水の

中におく.乙れを他のスライドで押しつぶし藻細胞をばらばらにする。その

水滴をスライド上に少しひろげ自然に乾燥させる。すると議細胞はスライド

tζ密着し，水洗しでも離脱しないようになる.乙れに一定の間隔をおいて水

や無機物の溶液でしめし，また乾燥させる。このような乾浪を交互K繰返す

培養法は櫛定子を生ぜしめるのに有効な手段で，ハナゴグ (Cladoniarangi-
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ferina)の断片をこの方法で数週間培養し，最後に 1週間乾燥状態lζ保ち，

その後lζ 水にひたすと忽ち典型的な Trebouxia型の激走子の大群の逸出が

見られたという。

第二の方法は，よく洗徹して付着物や呉物を取り去ったゴニジア層の断

片をすりつぶして培養液の中か寒天培養基の表iiii!c接種する法であるが，と

れは糸状体をつくる藻類に適し，藍E菜類のようにトリコームの特徴で属を区

分するものにふさわしい方法である。

以上のようにして， AHMADJJAN')は地衣類のゴニジアの再認識を行った

が，その結果!ijI[認された議類の属は Anabaena，Calothrix， Ceρhaleuros， 

Chlorella， Chlorosarcina， Chroococcus， Coccobotrys， Coccomyxa， Di-

chothrix， Gloeocゆ>sa，Gloeocystis， Glo8otheca， Gongrosira， Hyalococcus， 

Hyella， Jaagia， Lettosira， Myrmecia， Nosloc， Phycoρeltis， Physolinum， 

Pleurococcus， Prasiola， Rivularia， Scylonema， Slichococcus， Sligon仰 1a，

Trebouxia， Trentepohlia， Trochisciaの諸属である。

AHMADJIAN町によれば，従来報告されている次の諸属はそれぞれ括弧内

lζ示された属の異名または同一物であるという，Aphanocapsa (Gloeocapsa 

のAρhanocapsa時代)，Chlorellopsis (= Jaagia" Chroole，ρusトTrenteρohlia)，

Cystococcus (~Trebouxia)， DiPlosPhaera (=Stichococcus)， Heterococcus 

(=Monocilia)， Heterothallus (=Trentφohliaの更属)， Mycoidea (=Cetha-

leuros)， Phyllaciidium (~PhYCOP8ltis)， Polycystis (=MicrocY3tisl， Proto-

coccus (=Pleurococcus)， Sirosiphon (=Stigonema)， Xanthocapsa (=Gloeocaρsa)。

また次の諸属は記載があいまいであったり，多くのものを混同したりじてい

て，不確実であり，ゴニグアとしての存在が確認できないという。 Clado-

Phora， Dactylococcus， Desmococcus， Lyngbya， Mastigocoleus， Microcystis， 

Palmella， Polycoccus. PseudoPleurococcus. Urococcus. 
培養実験によるゴニジアの極属同定が進むにつれ，ある 1種の地次類の

体内Iζ何種類かの藻類がゴニジアとして存在することは既に CHODAT')や

JAAG的によって証明されたし，また逆にある種の藻類がいくつかの地衣類の

種のプニジアとなっている事実も WAREN町， RA TH "¥ ZEITLER均等によっ

て証明された。 ζれらの事実から，地衣類を全く独立した群として切り離さ

ずに，菌類の中IC含めておくのが適当であ‘るという説が強くなると思われ

る。
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ハナヤナギの駆虫成分

竹本常松*・醍醐階二*

T. TAKEMOTO and K. DAIGO: An anthelmintic 

effective component of Chondγia aγma~砧

1113和28年，私た ちは海人草 Digemaからはじめて駆虫成分カイニシ酸
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kainic acidをjJlJll!分献し') つづいて11川口 30"1'.，副成分 r アロ カイュγ階

a-allo kainic acidを単附した2)。

H.C¥ 
2 司C.HC-CH...CH

2
-COOH

H3C/||  

H，C CH-COOH 
¥/  
N 
H 

kainic acid 

H2C¥C-HC-CH.・CK-COOH
H3C/||  

H，C CH-COOH 
¥/  
N 
H 

o -allo kainic acid 

南米，カ イニ Y酸または ζれに近似した成分が数多い海部中のどれかに

あるいは合有さるべきことをひそかに期待し.!J]g出効果をヰfずる海泌をさが

しもとめ，その成分研究をお ζなうべく作機していた。

たまたま.1113和 32"下9月，鹿児応大学教佼III1 I ql~ 11 p!i-:f:らと尽久山方市に

おける海人 -I'j '(生育状況を視察旅行111 ， 土地の Ilïを~から駆虫効果ありとされ

ている海部ハナヤナギ Chondriaarmata (l<UTZING) OKAMURAの乾燥日を

入乎，り4iさl臨床制1l実験を乙乙ろみたととろ liti-片な効;!誌を隊認した。そ乙

で成分検誌をお乙ない，すぐれた駆けl作用をぷす mp2170 (dccomp)，制i成

C"耳目O，N・2H，Oの;無色針状結!?iの酸成分を単離， 新jぷ分とみなし，ハナ

ヤナギの土俗名ドヲモイにちなんでドクモイ的 domoicacidと名づけた。 ド

ノ夕

、/ラヰ

~ _L 
ドヴモイ 再現紡 ldt

大阪大学薬学部:1m~ 1+' rli mヶ1也).
Pharmaceutical Facult.v. Univet'sity of Osaka， Toyonaka-Hotarug'ail王e，
Osaka-Fu. 
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クモイ駿の化学構造は 物理的ならびに 化学的知見にもとづいてLs-arabo-2・

，carboxy・3・carboxymethy1-4・ (2・carboxy・1・methyl-l，3・hexadienyl)pyηoli-

mneと推定された。

HOOC CH， 

H C=b Etc-CH CH2-COOH 

¥H=C( •• L 
H，C2/ ¥ H2C CH-COON 

H ¥ / 
N 
H 

domoic acid 

なお，私たちはハナヤナギから駆虫成分 ドクモイ酸のほかに D-アスパ

ラギシ酸および L-νトルリッなど珍稀なアミノ酸を抽出分離している.3)

Litera tures 

1) 村上，竹本，清水:薬学雑誌， 73， 1026 (195羽.2) 村上，竹本，郎 {清水)， 醍醐，
高木:薬学雑誌，75， 1252 (1955). 3) T. TAK肌 OTO，K. DAIGO: Chem. Pharm 
Bull.， 6， 578 (1958). 

アイルランドの海藻利用
T. SEGl: Utilization of Seaweeds in Ireland 

瀬木紀 男

アイルラン ドは本邦と問機四百海にか乙まれ資源も貧弱なため，自然l乙

海藻が軍要視され，利用の道も広く研究されて欧洲有数の海藻国となった。

昨年八月中句， トリニティ大学 (ダブリ γ)1ζ於ける海藻研究と，第三回国

際海藻も/ンポジクム(於ゴノレクェイ)出席のためこの国を訪れる機会を得た

筆者は，海藻利用について興味ある知見をなし得たのでこ乙に略述する。

1. 石友藻の壁

ゴノレクェイからパスで約2時間のガロ-9エ， ドーレシ両海岸でνンポ
ジクムの海藻採集会が催されたが，Ascoρhyllum， Fucus， Himanthalia， 

Laminaria， Pelvetia， Gelidium， Polysiρhonia等の内，日本にない種類も

多くあって非常に興味深かった。乙の帰途採集品を整理するため，附近のセ

ジト・ マックダラ小学校lζ立寄ったが，驚いた ζ とには此処の壁は全部イν
モ (Lithothamnioncalcareum (ELL. et SOL.) ARESCH.)で表面全体が塗装さ
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れていた。採集を行った前記のド ーレy海岸は，砂の代りにlコい奴:前石j火iE

が一面!こ分布し (LithothamnionSandsとやfFす)i 1:縦であったが， 巧みにと

を利刷したものである.ζの利用は最近行わhるようになったもので，この

学校に初のテストケ ー スとして採用された III であるロ ri1(.t H~ の蛍だ」と アイ

ノレラ γ ドの学者述は白i受顔に説明した。 (1皮l也では “dash"on plastered wa II 

と称せられているが， |;13Eの美しいl山ド'1があって人Ti'I'Jなデゴレ-i/ョソよ

りも岡山く，巧みな海部利JIjに感歎した。 なおイジモは CoralSandとも称

し自主性土t誕の肥料としてもIlHffされる。
2. ダ)¥..ス (Rhodymeniaρalmala(L.) GREV.)の食用

J采(長会の前{丸政府主催のEE大なレセプジョンが1Jわれたが tjlι1:\~~;と会
にふさわしくダノレスがつまみにiihせられた。 た Udな皿 Jこ ~;Z燥したダ Nスを依

って， 地元名 J:の夫人迷が「討Ij(~~学会ですから海部をどうぞ」 と受ti局をふり

‘ • 
美しいセ J ト・マシヲ γラ小学校

まきながら¥'Lftの人々の聞をまわ

り，海部食!こなれぬ青い眼の学者

迷を驚かせた。ダノレスは北海道lζ

もi4'!するj院質の紅泌で，f;t)刊にさ

れる ζ とは 11 本でもま~I られている

が，j析傑な公式の!iil'J-で出された

のはは じめての経験であった。記

念!と各[1少 しずつもらって来た

が 1-1;本のものより一般にやや小 t 

ri灰泌 -1シモを利JtJ¥>.設340Et
(セ μ ・マヴク V ラIJ、'三校にて)

形であった。ダノレスはおいものほ ドーレノ泌作(手ilij0 i' 1'，、部分はすべて fシモ)
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務i木 : アイルランドの海鋭利用 95 

ど~~ l味で ， 生のまま或いは乾して

食用!こされるが，牛乳やνトロy
iJiJで煮たものが西洋人の仁lには合

うらしし九

なおアイノレラ Y ドに於いては

19世紀までは海部の tttflが硫ん

に行われていたが， 現了七では官:~地

の人々をのぞき，筒持u:用とする

ことは次第!こ減少しているようで
レセブ νヨンにi1lさ ut二グ Jレユ (Xl!17). 

ある6 尤もダノレスのfu，Porρhyraは11長夫迷がバタ ーフライにして食したり.

7社社iしてジニリ ー状の保有'!tとしたりするという。又後述するアイリッ乙/ュ ・

モスも今なお食用とされている.しかし食片jよりもむしろ肥料，家市の館料，

アノレギ γ酸等の海~1f工業の原料とする方がより亙要視されている3

3 肥料及び餌料

この函!こ於いて海部が肥料として使用された歴史は古く ，12世紀の頃既

に海洋地方で用いられた ζ とが矢11られている。現ιでも凶制;J.1ぴ南西部海岸
でかなり広く使用され，1・2の地方では後勉さえ行われているという (Fucus

vesiculoSltS等L泌j戸から 7-8マイル奥までは皆通総馬lこ砧んで巡ばれ必

鈴EF{:畑，麦土UI，牧平地のj肥料となる.可愛いい

騎馬が背中のふり分け刊に海部をつんで，ホヲ

ポコと泥炭地を運んでゆく 154JA-は，知何にもア

イノレラ γ ドらしいのとかな牧歌的気分 lζìi~l ちて

t、る。

一方箆料としては，斗t日比いは乾燥した海J認

が商法海下地方の家出の餌料となる他，fi!l々の

1JfJ 1:品 (Dairynuts， Seaweed nuts 勺)とされ
感んに利用されている(後述の6参I!(t)。

4. アルギン酸エ業

アルギ γ酸の製造は ζ の国の貧弱なる工業

中，重要なるものの一つである。北の国だけあ

って，沿岸一僚に褐蕊知が大1洋祐をなして波し

なくt泣き，;ii'HiH1i原は112'Ji?!ζ12Uである。ここ

- 25ー
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[ζ銚産する Laminariacloustoniの茎 (Sea-rodsと称、す)及び Laminaria

digitata (Sea-tangleと称す)よりアノレギγ酸が製造される。前者は主に冬

季，春季の強風により打ち上げられたものを採集し，後者はポートの上から.

或いは低潮線の岩盤上から採集されるが，乙の国の地形上大々的に機械を用

いる乙とは不可能で，僅かに原始的な採集具(乙の道具は V シポジクムの

Historical exhibition Iζも展示)により漁夫が採集する。 然し地形及び入手

不足のため可成制約を受ける。なお，アルギシ酸は広汎な用途を持ち，我々

の生活と深い関係があるが，その詳細は後述の6を参照されたい。

5. アイリッシユ・号ス

アイリ ッVュ・モスと呼ばれるものは， 主lζ Chondruscrisρus (11寺l乙

Gigartina stellataを加う)のととで，古来carragheenとも言われ，食用或

いは楽用として，又家事の餌料として利用されて来た。乙の工業化はアイノレ

ラγ ドlζはじまり， 19世紀にはアメリカlζも紹介され，精娘品はアイヌク D

イムその他の食品の固型粘強剤とし，或いは麦酒・葡萄酒の清澄剤，薬品，

マニラ麻Pネy等のサイズ剤等として広く利用される。さすがアイ日 ッνュ
モスの本場だけあって，乙の国で採集されたものは，一部食用を除き，大部

分は製品或いは原料として盛んに輸出され重要な外貨源となる。

6. 海藻を原料とした諸製品

νジポジクムのTradeExhibition ICはカラギンの他， 次の如き海藻製

品が展示されていた。

o ATCOL 
“ATCOL S" (アルギ Y酸ソ{ダl，“ATCOLP" (アノレギシ酸カりヲム)，

“ATCOL A" (アノレギジ酸アンモニヲム)の三種がある。 近時後記の如き広い

用途を持つ点で注目されているアルギ y酸製品である。

その用途として氷，チョコレーし粉ミルク，アイスクリイム，ソフト

チィズ，メ νγグ，ジェリィ， νロァプ，パy，ソース類，プディング， ソ

ーセージ等の食品製造の際の安定刻，添加剤，又は光沢剤a 製薬業(錠剤，

乳剤，カプセノレ，丸薬i/ロ ップ等の製造)。化粧品の製造(ク Pィム，グP

セ9;/，歯みがき， νャシプヘローνョシ等)。織物の製造及び防水。消，

麦酒の清澄剤。製紙工業。絵具製造。陶器の紬薬。皮革の仕上げ。医療。歯

科医療等広汎な用途があげられてゐるa
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野村: クυキブタの新産地 !yl 

o PORPOlSE 
之は褐藻類 (Asco.ρhyllum，Laminaria)の粉末餌料 (Seaweedmeal)で

ある. 動物lζ必要なグィタミ:/B" B.， B12， C， D， E， K及びグィタミ :/A

母体のカロチシ，プヨクサシティシ等のすべてを含み，家禽，豚，牛，馬，

羊等』ζ与えれば，へそグロピ yを増し，卵の色はよりよくなり，肉も乳も栄

薬価を憎し，従ってそれ等を材料とした製品(チーズ， バター等)も栄養価

が高くなるとのことである。

o MAXICROP (英国製)
生の海藻からとった液体状の肥料である。之を直接植物にかければ，葉

からも根からも養分が吸収され，土壌は調整されるとの乙とロすべての野菜

類，草花頬，果実類，芝生等によいと言う。 Liquifiedseawecd (流動体)と

いう点が面白い。

その他，次の如きものもあった。

o AQUAMlN (FLAKES及び FLOUR) 餌料
o NEPTUNE' BOUNTY (英国製)
肥料 (Seaweedmanure)及び肥料 (Seaweedtablets， Blended Seaweed 

Food) 

なお， 日本では海藻工業中重要な位置を占めるヨード工業はこの国では

あまり擁んでな く，一部海岸地方で原始的な方法により製造が行われている

κ過ぎない。
{三重県立大学水産学部)

クロキヅタ Caule1抑 scalpelliformis(R. BROWN) AG. 

var. denticulata (DECSN.) WEBER VAN BOSSEの新産地

野村義弘

愛媛県西宇和郡伊方町湊浦の三好英一郎氏が自家所有船神祐丸で，高知

県沖ノ島の防波堤工事に従事中昭和331f-12月28日同島日岩仰南岸lこ於い

て，潜水作業lとより 5-6尋の海底から頭大の石lζスりパチサンゴとともに

着生しているクロキヅタを発見採集した。わが国に於けるクロキヅタの現存

産地は1fli根県隠岐島と愛媛県illノ石町及び同伊方町のニカ所のみであった

が，今回の発見で四国南西部海域に於ける分布の一部が更に判明したわけで
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ある。

IIH和 34年5月26日lζ，伊方町・松田亀久雄氏から三好英一郎氏が昨年末

土佐の沖ノ島で採集したという頭大の石に附着している径45cmの石珊瑚!の

一種と海藻の一種の鑑定を求められたのでしらべてみたととろスリパチナシ

ゴとクロキヅタである乙とがわかったa 三好氏の談によると毎日暮方になる

と，海底{こ電援をともしたように光る物体があるので. 潜水して5-6尋の

海底から引きあげて見たのであるということである。乙れがスリパチサ Yプ

であり，それにクロキヅタが附着していたというわけである。クロキヅタ分

布上貴重なー資料が得られたものである。四国南西部諸島海域にクロキヅタ

自生地の予見があったのであるが，今回の発見によってそれが実証されたわ

けである。

ド"ノ島は四国の南西端柏島から8キロの海上にあり， 周囲23キロ黒潮

の激衡して来るととろで水温気温共 lζ高く，亜熱帯性生物多く土佐澗~Jの産

地として知られたところである。

(昭和 34年6月6日愛媛県商宇和郡伊方町湊浦 野村議弘)

カリホルニア大学に学びて

田中剛

筆者は昨・年度， ロックフエラー財問の TravelGrantの交附を受け， ア

メリカ，パークレイ市のカリホノレニア大学に学ぶ機会を得，更にl日胤，カナ

ダ，アラスカ等の太平洋沿岸の藻類関係の研究室及び水産研究所を訪問する

事が出来た。 先ず昨年9月20日lζ羽田を発って，ハワイ，ホノルノレに-it'J

後， パークレイ市のカリホノレニア大学の PAPENFUSS教授の植物学教室lζ直

行した。同教室では，直ちに9月22日付をもって同大学の ResearchAsso-

ciateの静令を交附してくれ， 研究員として， 日本南海産のt~矧について研

究に従事し，約6カ月間滞在して，予期以上の成果を挙げる事が出来た。岡

藻類研究室は既に広く世界に知られている如く，故 SETCHELL，GARDNER博

士を初めとして数多くの藻類学者が殻出し， 現在では PAPENFUSS教授が中

心となって居り，外国からの留学者も多数見えている。

この大学には以前，山田，瀬木， Jf寺田博士等の我国の藻類学者も留学又

は訪問されて居り，藻類関係の文献及び標本の完備している事は全く驚くば
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問rll・ カリロルニア大学に学びて 99 

かりで，羨しき限りであるが，1凋村.iJjj見事，山μl同J:等の我同の海部版本も

多数所蔵されているe

加州大学ライフ ・サイ エンス
ヰー ノ

却l州大学，ri~類研究室日

右より SILVA博士.STEIN 仰上，治省，PArENl'USS 
，tXl'2. WATERSt自.FAN氏.HORNEH級

当時.'1王者の外に，イリノイ大学の SILYAf'!H:が数カJJIHJWf予して，ミ

Jレ属の研究に淡以していた。

i欠に宿:jf雪上司教活iの現.{五のStuff及びその研究テーマを制介してよtると，

先ず PAPENl'USS教筏は， 11 fアフリ カi陀泌知， ア;tサ口のli)f究に専念し，

STEIN 降二1::(ま議院mとして技児を持ちながら，75却のtffi巴特に Volvocalesの

iliiRii:，生理，制JJ包等について研究111である。 HORNER縦は昨年 ミネソタ大

学の NORRJS教授の下を本支して，11下ijii築主勤務として，tEAiの盤(!iiiのfD

ら，アメリカ太平洋172の トサメlモドキl喝の研究を行っている。 WATERS !J'j~ は

Undergraduateの学生として，STEJN博J:と共に淡水部作に Eudorinaの形

態及び生??Eについて研究rll，111凶の FAN氏は大学院学生として勉学のMら，
テ γ グサ目及び省f生紅ì'~!mの研究に淡日i!irtである。

fl:J 'T~背はカリ ホノレニア 大ゃに Hlf(ul' ， .y. y フラ Yジメコ必外の Moss

Beach n1:.'手1:1次次， SILVA f'!f土 ， GILBER'r FSi:等と海 i活保 f/~ に参り ， 多数

の海認を採慢する機会をねた& 事t中 Macrocyslis，Nereocystis， Poslelsia令:

の長大な， つ木には売られない褐:5241を採集して，日木に持1~， li る 'Hが社1*た。

定:二院T-末には，太平洋治作のiES1関係の大学研究京及び水堂研究所を
訪問し ， 多くの部知学将に而技し， その研究施設を見学する、JU)~ :士ほとたロて

の主ならのを挙げると LaJolla， Scripps Institution of uceanographyの
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サンフランシエミコ気外 MossBeachにて
右より 、ド野氏(虻l物主主託銀Jlli)，HORNER 鍛，
GILBERT同士，SlLVA 博士，市首 ハワイ大学，Dean Hall 刷物

学教本前の DOTY~支え)~ }..!J 

lIAxo p!i-土のチノリモのthy--装iiiPaci白cGroveのHopkinsMarine Station 

の BLlNKl;博士の海産パクア 3ア及び海部の府主主市， ワジン lン大1九水町:

学教主の PALUMBO問士の海部と放射能との影響に関する研究設(1日j， アラス

カ，?当利Ii/'ユノー市の Fishand Wildlife Serviceの GmOR博上の内版の培

ぜ主主等であり，いずれもその他設の鋭校と装置のブ;;lJiiiしているのに驚いた次

第である。

アメリカ留学を終えて， *{f 4 )j M~主ハワイ大学に )'1:寄り ， 約15卜l間

討l~;(L:して，岡大学の DOTY教授の助力により，:tアフ品川辺のiit1:2v~採集を試

み，たまたまミνガγナ1'[のAlbion大学から研究に米lみして居た GILl:lEl<Tp，y. 

土とー絡になり ， 辿 11 楽しく採集する ιJ~が ii1 31tて，短期間の滞在だったが相

竺i の成果を挙げる引が出来た。ハワイ諸島庄のイバラノリ j~ヰ， ガラガラ属，

アマノリ同等について，DOTY教授の資料を基にして後相発表の予定で腐る。
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田原先生を訪ねて

11'沢イ円午“

S. NAKAZAWA: Visiting Prof. M. TAHARA 

私といっても湘南地方にはまだ持い日がある。 10)けJ4 Hの午午.後，汗びつ

しよりになつて干官私1込、は神奈川抗以3二の，1J肖=に凶b以耳う先tよ主生lとiをJ

ねた箇松の*)J:ちにかとまれた丘の|二!こ先生i三の家は
ある。

回原正人先生は明治17年7月1311のき1".まれ.

一高から取大の他物学科を卒業し，以北大生物』予教

主主ーでJI(1f.にわたる研究のかたわら多くの子弟を教yi

し， 昭和 20年に退官， のち横浜市大lζ名目抜された

が.その後の古に引退して白過の生活をつづけて

おられる。

仙台では戦災でいのちからがら台のおlにiUilifし

てお宅は丸焼けとなった。それから符城県出郷付に

疎開。いよいよ退官して仙台をlえられるときには，

P，'of. Dr. M. TA I1 A :~A 

at home. (Oct. 4 th， 

1959) 

ij災後のjzf17で卜分な送別もできず，今思うと実になさげないととだった。そ

の先生を訪ねたのである。

“ょくさたねω さあお入りなさい.，。

玄関のおくに相変らずのやさしいjlげj<き乙えた。回以先生だ。

先生の研究は主として三つの分野にわかれる。 111ーはキク腐の染色体数

が基本数90)倍数からなるという研究で;.tランダの Tλcl四 01.1¥1によるパ

ラ属のそれとならんで世界における polyploidyの発昆として有名である.第

二は桜子ザ(物をlt心とする!圧発生のii)f究，そして113こが泌怠{，とくにホンダ

ワラおよび近紙磁の形態学 $111胞や，また発生学的研究である。

研究の分野に応じて子弟たちもやはり三五日iにわたっている。波子~(物

の染色体や膝発生などを専攻して先生の門下をHlた人々は小型「矢11夫，飯沼政

治郎，阿部作一，及川ブミ ，及川公平，裸子植物の)Jf発生をやったのは秋本

株 山形大学女;四学部

Biology Department， Yamagata Univer::;ity 
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直行，阿部徳郎，架原者fff，須因子15男，杉原美徳，八戸正夫，生沼巴(故人).

海藻の発生をやったのは猪野俊平，阿部広五郎(故人)，および中沢信午，そ

の他の分野で指導をうけたのが高松正彦，堀川芳雄，市原謙太郎，および1111

波治の諸氏であった。な:IojE:J松氏ははじめ材の解剖で田原先生の門を出で，

のち海藻に転化した。また下斗米直昌氏は学生としてではなく ，田原先生の

助手としてやはりキク科植物の細胞学について影響をうけたロ 2持者は回原先

生の最後の子弟として海藻の発生を教えられた。

先生がとくにホシダワラの研究lζ熱中されたととと先生の回原という名

前とは不思議な因縁であろうか。またキク科の研究をやられたのも刻子夫人

と関係がありそうである.もっとも先生御自身は“さあ，どういうわりでキ

クの研究をはじめたんだったか，忘れたネ"といっておられた。

その菊子夫人がとんど亡くなられた。 つい最近.9月27日の未明だっ

た。伊勢湾台風が名古屋地方をおそって死者数千人κおよんだその真夜中に
かねてより脳出血で喋養中だった夫人は， 電灯もつかず医者をよぶにも困難

な真っ暗閣のなかで亡くなっていった。

“人生の末路にふさわしい大風の晩だった"と先生は当時の思い出を揺

られたロ

先生は元気である。とれからプランス文学を勉強してみたい，と理想、lζ

もえて，改めてブラシス訴の学習に熱中しておられたにはさすがに私もおど

ろいた。 75裁である。 (1959. 10. 10) 

Summary 

Recently， the writer had a chance to ca¥1 on Prof. Dr. MASATO T.必iARA

at his residence in Ninomiya， Kanagawa Prr.fecture. He is a pioneer in the 

study of fucoid embryo)ogy， as wel1 as world-famous for his discovery of 

polyploidy in Chrysanthem'1lm (1¥)21). We shouJd like to express our cordial 

sympathy for his grief recently bereaved of his darling heもter・half.Happy 

to say， Professor himself is healthy and 1∞ks vivid enjoying music， photo-
graph， and literatures. 
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学会議襲袋 主悲喜

学会韓議

会長道義多数

(7 }'I16波-ll)季初尽}

本学会裏手滋霊薬会議送毒事

本会芸書?長湾総会iこ先立って， さきEI午後5善寺よち語i努まで， 泌さ鈴Jふとまさいで本会議平議議長変

重量発足後義差額の会合金2参議後されたa

滋票意護霊:泳j 務違護霊童一主義子宗家鈴{翼連~~). 務総菱重量主(s華奈J.広瀬主主ヨ襲{近畿L鐙務委設玉手
陣説間関).議室JII絞殺{九州ん 話盗事字選事総ーがまま緩襲撃，書受道義信をj設，子持緩談後{護支線路・ 1線

美容;r;潟)。

タて!幾重苦:鈴迎撃寝付私語華道襲1. 主主ド控室一変~ (~~課事選護). 狩i選奨{事選皇室1.議員司王総9J七夕怨).(;) 

事害総議議長造6

建議後には街路喜子意義主義の主主遂によち綴JIi議建設E誌が義筆名されたe 議義援は幾重震災告若きの中器

禁寺がよ1:lJl普. ~震に 2 q;;"コ欠総評議長誌の委主筆を1訴えて，総務議議半数なしめるので，言手議長立会。

成立を緩め， ì~認の喜義露震につき滋F主役緩めたひ
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104 言説類第7巻第3り"月利 34;巨12月

~J 引

1. 有E:芯「泌9tUの販売附杭 '，'AlI羽内ー トイ11IIItの販売価俗を 150円とする(送料

は従来通り学会負担) Iロ);新入会日が湖jって雑誌を脱入する場合は会'o'並とする。ω111外

ー各巻2ドルとするの

2. ('1:所不IYj会LW処罰 ・111き得る|以り会以相花にiI!絡 ・調査しそれでも ボIYjの際は

その処訟を幹事会に--I[する(例えば除名 も1上心世m沿い)。
3. 推n~評議只について : 会長に指名及ぴその時期を ー任する. sfIら改めて総会の承

認を裂しないこ と。 (氾録 ・JH橋将司J)

本学会第7回 総会記事

本会館・7回総会は，日本植物学会第241tll大会館2日自の去る 9月5円午後 61時より

約3時IllJrt:.J，J，り 東北大学川内分校に於いて閲似されに。 山jJif会只は40:?i下記のJ順序で会

合が行はれた。

1. 開会の昨 :中村幹事から lゴ下111閉会長は第9四i同際組物学会議にfl¥Nil;及びワシぷ

トン大学へ紛議のゐカナ々 ・アメリカ にI-/jTI，民不在ではあるが，本会を進めて行主!広い旨の

挨診があった。

2. ~足長選 I H ・il'1 削lにより地元会HII Iから 11'沢口午氏が選出された。

3. IfLts-会計緩告 .:.'主 に本法第7巻領1号I亡同封した昭和33年度#H与に基づき

舟橋幹事が担H与しjfo;認を1ijt.こ。 {Ilし7巻 1号の送料 (2.800p~) のみは会計年度lこ研究の余

地ありとして保罰した。

昭和 34;r=' 4 月以降の 1:):1間報告として.さきに全会口に求めた 本会評議n選挙のmE~誌

の結決当選された方の氏名を発表 した(本誌第7巻第 28'70頁を参!問。 叉抗(~ mbJ干;五日に

ついては会長に指名ぷ3・ξのl時期をー{t:することをIII-A-はせたロ 叉 日月 5同耳HEの会u主主
は321千1であることが切 らかにされた。

4. 会長選挙 従米同様に投票を以って新会H:を選出することとし選挙立会人として，

狛!J!f俊平 -瀬川;;-fi!1:. [I[;~禿コた ので宅氏が丹干名 古れた。 出席者会貝投裂 し ， 日目 :尽の結果 11 1m 

同本秘匁i守会会i!ti7回総会 ・都港』会の様子(於東北大学j
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幸男前会長が多数票をるって新会長に当選した.

5. 雑誌「藻類」の販売価格:従来暫定的に1冊130円であったが，爾今1冊の販売

価格を 150円とする(但し送料は学会負担)ことに決定した。国外販売価格は各巻2ドル

とすることに決った。

6. 其の他:会員の要望事項として次の点が挙げられた。げ)雑誌「泌類」の総目録を

つくってはどうか。 iロl藻類関係論文別.wuを当学会宛寄附することの再確認。 lベ雑誌を綴じ

るflパーが欲しい等活滋な意見があったが7時30分総会を打ち切り， 引き続き懇製会に

移った。

7. 懇親会;黒木主主肉氏・小野寺弘氏・中沢信午氏の地元会員の格別の御配慮とお努

力により仙台名物の笹かまぼこ，ナマコの酢の色の等の:/'7<:にピールをのみ乍ら，自己

紹介，果ては珍問奇答極めてf[lゃな家族的雰囲気の中に美しい森の都仙台市の更けゆく秋

の夜長を過した。ワ ニの鍍詰のお土産を全員頂織して 9時すぎ散会した。

この会合の為種々と配慮を下された組物学会大会々長木村有香氏を始め同準備委員会

の各{立に感謝し叉多大の御原志をいただいた鮎川・塩釜・宮戸・気仙洞湾関係各漁業協同

組合に感謝致します。叉当日会の様子を好意的に銀影お寄胸下された東北大学写真部の武

内氏にお礼を申し上 げる。(舟橋記)

本学会所援の雑誌及び論文別刷目録

(1958. 10. 31-1959. 11. 30閥に受領しれもの)

雑誌

Botanical Journal (U. S. S. R.) Vol. 43， No・11-12(1958)， Vol. 44， No. 1-7 (1959). 
海洋与湖沼 中国海洋湖沼学会第1巻第1期ー第3期 (1958)， 第2巻第1期 (1959).

日本菌類学会々報 Vol. 1， No. 10 (1959)， Vol. rr， No. 1 (1959). 
様浜市立大学紀要 No.98 Ser.-C. 27， No. 98. 
内海区水産研究所報告 第12号 (1959).

論文別刷

KOSTER， J. TH.: Some Finds of Cyanophyceae in Denmark ; Bot. Tidsskrift， bd. 

54， hft. 2. 

一一一一ー Cyanophyceaefrom Fish.Ponds in W聞かJava;Blumea Vol. VIII. No.2， 

1957. 

NAKAZAWA， S.: Developmental Mechanics of Fucacω凶 AlgaeVI. 

A unified theory on the polarity determination in Coccophora， Fucus， and 

Sarga箆umeggs; Sci. Rep. of the Tohoku Univ. Vol. XXIII， Nos. 3-4， 1957. 

ー一一一一:Developmental Mechaniωof FUC8ceous Algae VIII. Blister Formation 

in Some Fucoid Eggs; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， No. 835， 1958. 

一一一一一:Developmental Mechanics of Fucaceous Algae IX. Fates of the Ab-
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normally Cloven Coccophora Eggs; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， No. 836， 1958. 

一一一一一 DevelopmentalMechョnicsof Fucaceous Algae X. Stl'ucture of the 

Mucilage Su1'rounding Coccophora Eggs ; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， Nos. 841-

842， 1958. 

一一一一一 :Developmental Mechanics of Fucaceous Algae XI. Liberation of Small 

Bodies in Coccophol'a Eggs; Bot. Mag.， Tokyo， Vol. 71， No. 844， 1958. 

ー一一一一一 ThePredctermined Polarity in Porphyra Monospores Shed from Con-

巴hocelis-thalli; Bot. Mag.， Tokyo. Vol. 71， No. 838， 1958. 

一一一 :TTC Reduction and Neutral Red Demixing in Polysiphonia Cells; PI'O-

toplasma， Band L. 1958， Heft 2. 

一一一一 Pl'otoplasmicPolal'ity as a Groundwork fo1' GenIl! Actions; Proto-

plasma， Band L， 1958， Hefも2.

SUEMATU. S.・Noteson Cephaleut.os and Phycopeltis， Parasitic and Epiphytic 

Aerial-Algae V-VI. Somatic cell division and Pit st1'ucture;和歌山大学学去

部紀要(自然科学)第9号，1959. 

MATSUURA， S.・Observationson the Annual Growth Cycle of Ma1'ine Algae on 

a Reef at Manadzul'U on the Paci自cCoast of Japan ;βot. Mag.， T可okyo，Vol. 

71， No. 837， 1958. 

ìll村 ・ 三ぷ . 特殊形!m.をねーする H~誕矧の tl例 (I)，慣れ ~I:I物趣味， 節 目 巻， 釘 3 '8' ， m4 

Jj-. 1958. 

i 1¥村孝'1'.::GoniOlheciuill (Ui誕生百の一郎名)につ U 、τt，町浜大学論;白筋 10 ~任 ~2 号，

1958. 

小LT 議 .マングロープに関するMit:um;俄iヌ大i論波哲HO巻 1IJ， 1958. 
114会図世EEI:逐次刊行物回線 l昭和 32年版，納本週報別I!fJ. 

都民同物会，(松irfi.iI日Bl:，，;)1斗のfu'i物動物 i小問l京市郷上文化fiij1959. 

件i1.t正俊 .山陰諸'i'.f湾及び在住湾の説i泌m主主 ActaPhytotax. Geobot. Vol. xvn， No. 
R. 1958. 

一一一一 ・鹿児srri附近の海側必 ;日本生態学会誌 Vol.9. No 1. 1959. 

一一一一一 土佐湾沿j詰の if~ì制時泌学的研先 ; 医学と正物学， 銘 S2 巻第 4 ~ ， 1113 34 q:. 
山形県百円!海の海秘l時主主， 民学台生物学，節 目2k皇錆6号.I問:'14年

一一一一一 i;;; /JI 尚治ji』の海泌J伴泌 i日本生態学会誌，Vol. 9. No. 4. 1959. 
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....... 
A 規稿投

会員諸君から大体次の写l柄を御含みのよ投稿をJ切待します。

五踊類Il:関する小論文(和文).綜説，論文抄録，雑録等。

原稿掲載の収拾， 掲載の順序，体裁及び校正lま役民会11:一任の乙と。

3.別別のnftJは?可:者負担とする。 1Ftし小諭文， 綜説， 総合抄録11:.限りその 50部
分の'l'Im1主会にて負担する。
4. 小論文，綜説，総合抄録は 400字諸原稿用紙12枚位迄，

を限度とし図版等のスペースは此の内11:合まれる。

f台小論文.綜鋭Il:限り，欧文題目及び木文半頁以内の欧文掲:?}を付する Eと。 欧文

l主成る可〈 楽，担J!諮を用うる ζ と。

5. 原稿は平仮名混り，桜台としなるべ<400宇治原稿用紙を用 うる乙と。

其{也l士同上6枚位迄

1. 

2. 

2事類11:関する質疑応答械を設け皮いと思いますから，会貝諸君の御利用を乞う。
向草ll'dの迅速処珂をj制するため質問及び庶務，会計，制m事務等学会11:.関する通信は
札幌市北大国学部組物学教室内本会庶務，会計叉は編集幹事宛とし幹事の個人名は一

切使用せぬよう特に注意のEと。
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